
ここがすごいぞ、Semrock！
Semrockフィルター活用ガイド



バッチ間の再現性

Semrockの高度に自動化された製造
システムはプロセスの各段階を厳密
にモニタリングしているため、1週
間前に製作したフィルターも、1年
前に製造したフィルターも光学特性
は常に均一です。
お客様は新たに装置を組み上げる際
においても、フィルター特性による
装置性能の変動を心配する必要がな
く、量産時は安定した生産ラインを
確保できます。

20 Different Batches — Reproducible Results

20回分のバッチを比較すると、完成品の性能に
ほどんど変わりがないことが分かります。

安心の10年保証

Semrockフィルターは優れた信頼性
を持ちます。ウェブサイトやカタロ
グに掲載されているSemrock社の光
学フィルターは、通常条件下に使用
されている限り、購入日より10年
間、その規定された性能を満たすこ
とを保証します。
単一基板上にコーティングするシン
プルな構造はBrightLineシリーズ向
けとして米国で特許を取得していま
す。この構造は湿度や温度が起因し
て劣化することは事実上ありません。

MIL-STD-810Fに基づく湿度検査の検査前と検査
後のスペクトル比較です。ほとんど変化がない
ことがお分かりいただけます。



世界最高水準の高透過率や波⾧精度、優れたS/N比、
急峻なカットオン・オフを誇るフィルター

SemrockのBrightLine®シリーズは単一基板にコーティングすることで、従来
の一般的な構造のフィルターで発生した散乱や吸収、反射ロスを防ぐことが
できます。スパッタリング式ハードコートで、世界最高水準の高透過率や波
⾧精度、優れたＳ／Ｎ比、急峻なカットオン・オフを誇るフィルターを製作
することが可能になりました。



光学フィルターは通常平坦なガラ
ス基板を平行に重ねたものに薄膜
コーティングを何層にも施した構
造となっています。 Semrockの
フィルターはいずれも単一基板に
コーティングを片面のみあるいは
両面に施すことで、最大の透過率
と信頼性を実現するとともに、界
面が複数存在することによる人為
的影響（内面フレア等）が最小と
なるよう設計されています。

ガラス基板は通常完全な平面精度が出ているわけではありません。特に
コーティングを施した結果、基板がわずかに反ってしまう場合があります。
しかしながら、幸い光学フィルターの透過光に対しては、通常の入射角あ
るいはそれに近い角度である限り、こうした基板の湾曲が目立った影響を
与えることはありません。入射角が大きい場合にも（例えば45°のダイク
ロイックビームスプリッターなど）、唯一の影響としてビーム軸のわずか
な発散が生じる程度です。一方、反射光、すなわち試料に当たる前にダイ
クロイックから反射される励起ビームや、ダイクロイックビームスプリッ
ターで2色に分けられるイメージングビームなどについては、ガラス基板の
湾曲が顕著な影響を与えてしまう可能性があります。起こりうる影響とし
ては２つ。焦点面の位置の移動、そして焦点スポットサイズの拡大や画質
の悪化です。

焦点面の位置の移動は、レンズやカメラの調整でそれを補正することが可能
なので、通常はほとんど問題となりません。しかし、その移動の度合が大き
すぎて補正できない場合もあります。例えば、全反射照明蛍光（TIRF）顕微
鏡で対物レンズの後方焦点面にレーザービームの焦点を絞る場合や、構造化
照明顕微鏡で試料面にグリッドをイメージングする場合においては、平坦度
の高いダイクロイックビームスプリッター（レーザー用途として設計された
製品など）を使用するなどの配慮が必要となります。

ダイクロイックビームスプリッターの平坦度が焦点と画質に影響

ダイクロの平坦度と画像品質について



ダイクロイックビームスプリッターの湾曲により収差が発生する可能性がある

ダイクロイックビームスプリッターがわずかでも反っていると、入射角45°
の光が反射した際に収差（像面に対して非点収差など）が生じ、イメージング
用レンズ後の画像を劣化させてしまう可能性があります。

完全な平坦度を持たないダイクロイックビームスプリッターで反射された画像
は仮想上の回折限界応答より劣る可能性がある一方、像面における真のスポッ
トサイズは、実際のシステムにおける回折限界のスポットサイズより著しく大
きくなる可能性があるため、注意が必要です。いずれにせよ、反射光を利用し
た光学系では、正しく最適化された平坦度の高いダイクロイックビームスプ
リッターを選択する配慮が必要です。

[ウシ肺動脈内皮細胞におけるF-actin（Invitrogen社製Fluo Cells prepared slide 
#1 Invitrogen社製）をOlympus BX41顕微鏡で撮影した蛍光画像。
40X、0.75NA対物レンズと200mm焦点距離のチューブレンズを使用]

曲率半径が異なるダイクロイックビームスプリッター表面で反射された蛍光画
像です。曲率半径が小さくなるほど、反りの影響が大きく、画像が劣化するこ
とが確認できます。画像の劣化を防ぐために望ましいダイクロイックビームス
プリッターの曲率半径は約64mです。



Semrock社独自のシュミレーションツール

入射角度（A.O.I.：Angle of Incidence）、コーンハーフアングル
（C.H.A.：Cone Half Angle）、偏光の条件設定、スペクトル表示
が可能なので、簡単にシミュレーションができます。



による最適なフィルターのご提案

フィルターごとに色、線の種類も設定可能。みやすいスペクトルデータ
が簡単に作成できます。

Webページ：https://searchlight.semrock.com/

完成したデータはいつでも変更ができAdd Calculatorにより設定した構
成でのS/N比を数値化することも可能です。また、データの保存、PDF
ファイル化、Webページ上でのデータ共有も可能です。



Semrockフィルター活用例 フローサイトメトリー

フローサイトメトリーとは微細な粒子を流体中に分散させ、1列にレーザー
の前を通過させることで検出、計数、および選別を行う手法です。血液細胞
やがん診断などの分野で非常に重要な臨床技術となっています。

レーザークリーン
ナップフィルター

ダイクロイック
ビームスプリッター

最近の高性能フローサイトメーターは可視および近赤外波⾧による複数の
レーザーと膨大な数の検出チャンネルにより構成されています。より多くの
蛍光体を完全に識別するため、適切な光学フィルターを選択することが不可
欠です。Semrockの光学フィルターは非常に高い透過率を有しており優れ
た感度を達成することができます。



フローサイトメーター用 おすすめフィルター例

波⾧の製品間格差や温度特性、経年変化のあるLaser 
Diode(LD)専用のノイズ除去のためのフィルターです。

 透過帯域(8nm～10nm)内でのリップルが小さい
 透過率は最低90%以上
 高いレーザー耐性

MaxDiode™フィルタースペクトルライン

MaxDiode™フィルターブロッキング特性 LD01-473/10の場合

LaserMUX™ レーザー光合分波ビームスプリッター
レーザー光合分波ビームスプリッターは複数波⾧
のレーザービームを45度で入射することにより、
効率的に合分波できるように設計されています。
一般的なレーザー波⾧の合波(MUX)に最適化され
ており、また反転させて分波(DEMUX)を行うこと
も可能です。

MaxDiode™ LDクリーンナップフィルター



驚異！Semrockのフィルターはクリーニングできます！

●用意するもの：
・洗浄用の手袋を使用してください。指先に付着した水分・油分が製品に付着してしまうの

を防ぎ、指先を溶剤から保護します。
・保護眼鏡を着用して下さい。溶剤が目に付着するのを防ぎます。
・糸くず無し綿棒、キムワイプ、ブロワー( エアスプレーでも可) もご用意ください。
・使用する溶剤はアセトン若しくはイソプロピルアルコール( 以下IPA)

をお勧めします。

1．手袋をはめ、はめた片手で製品を保持します。
そしてブロワーで製品表面に付着したゴミを吹き
飛ばします。最初は緩くブローします。この時、
製品に対して斜めの角度でブローして下さい( 垂
直にブローすると風圧が製品全面にかかり手から
製品が落下してしまう可能性があります)。ゴミ
が吹き飛ぶよう全面を移動させてブローします
( 右参照)。

2．ブローしても飛ばないゴミや製品表面の汚れが残っている場合：
エアーブローでも取れない埃や異物はフィルター表面に付着していると思われます。その場合
は、機械的な力か化学的な方法で除去します。先ず糸くずの出ない拭き布か或いはレンズク
リーニング紙を使って硬くて尖った先を持つ掃除棒を作ります。拭き布や拭き紙は何十にも折
って三角形状にするか綿棒に何重にも巻き付けます。折った拭き布の代わりに糸くずの出ない
綿棒をそのまま使用しても良いです。拭き布或いは拭き紙にアセトンまたはIPA をつけ過ぎな
い様に注意しながら湿らせます。拭き布或いは拭き紙が湿り過ぎの場合は軽く振って余分な溶
剤を除去して下さい。光学部品のクリーニングで重要なのは可能な限り一定スピードで一つの
動作を持続させることです。製品表面を中心部分から外側に向けて8 の字を描くように拭いた
り( 下左)、らせん状に拭き取ります( 下右)。製品を吹き上げている途中でその動きを止めてな
いでください。

●クリーニング手順：



ODについて

Optical Density（一般的にODやOD値と言う）は高いブロッキングを必要と
するフィルター（透過率が非常に低い）の性能を表記するのに便利な用語で
す。0から1の間で多様に変化する透過率を、その逆数の常用対数と定義づけ
シンプルに表記したものがODです。

OD = ーLog10(T)

従って、透過率は単純に10に-ODを累乗したものとなります。

T=10-OD

左下のOD値を示したグラフは、6段階に表した透過率を、1から6のOD値をと
てもシンプルに表しています。

下中央の表、及び右下のルールに基づけば、透過率とODを手早く相互交換で
きます。
透過率に2または10を乗算や除算した数値は、ODに0.3または1を加算や減算
した数値と等しくなります。
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